
南川サイフォン式小水力発電所

2023年11月 合同会社おおい町地域電力

南川サイフォン式小水力発電事業の特徴

• 全国では珍しい砂防ダムを活用したサイフォン式小水力発電
• 資金調達を市民ファンド中心に、事業主体を合同会社（協同組合
的運営）で、すすめる市民共同発電所

• 川の浄化や川に親しむイベント開催等の地域活性化事業を同時に
推進する



経緯
• 2016年2月 おおい町⾧へ南川砂防ダム小水力発電事業の提案
• 2016年 準備会で調査研究や地域シンポジウム開催
• 2017年1月～12月 流量調査
• 2017年9月 「一市町一エネ起こし」地域協議会の発足
• 2018年3月 事業性評価、南川砂防ダム小水力発電事業計画の

作成
• 2019年1月 概要設計の作成
• 2019年4月 合同会社おおい町地域電力の設立
• 2020年1月 基本設計の作成
• 2021年1月 砂防指定地の行為許可等の取得
• 2021年3月 実施設計の作成
• 2021年3月 工事着工
• 2021年3月 ＦＩＴ認定
• 2021年12月 工事完了、発電開始



南川サイフォン式水力発電所の概要

諸　　　元

取水河川名 二級河川　　南川水系　南川（普通河川区間）

放水河川名 二級河川　　南川水系　南川（普通河川区間）

流域面積 km
2 17.0

型式 流れ込み式（サイフォン式）

取水位 m 202.50

放水位 m 184.06

総落差 ｍ 18.44

有効落差 ｍ 16.45

定格出力 kW 127

最大使用水量 m
3
/s 0.99

年間可能発電電力量 kWh 861,000

水車・発電機の種類 クロスフロー水車、誘導発電機

着工時期 2021年3月

運転開始 2021年12月

％ 78.1%

百万円 225総事業費
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南川サイフォン式水力発電所の位置

発電所予定地

南川水力
発電所



サイフォン式取水

発電所建屋断面図

発電所建屋平面図

ＪＬＡハイドロ社（ベルギー）
クロスフロー水車



合同会社おおい町地域電力
の概要

事業目的：
1.おおい町の地域活性化に関わる事
業の企画・運営業務

2.再生可能エネルギー等を利用した
発電、電力販売業務

3.その他再生可能エネルギー活用事
業

4.エネルギー関連事業に関わるコン
サルタント業務

資本金：500万円

本店：おおい町名田庄納田終
支店：福井市宝永

設立：2019年4月

社員（出資者）：おおい町民や町内
企業、小浜市民・企業が過半数で、
その他、県内の小水力発電企業や市
民共同発電所企業。25名。

ドイツのエネルギー協同組合的な運
営をめざす。
総会の開催：重要事項の承認
議決権：1人1票制
業務執行会議：業務執行社員6名で
実際の業務を担う。

将来、いろいろな再生可能エネルギーの事業も考えます。
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発電所の事業計画

地域活性化費は、売電収入から拠出します。

※協力金とは、1口5万円を協力金として拠出していただ
いた方に、８年間、地域の特産品を送って返済するもの
です。地域の産業の応援も兼ねています。

銀行融資は13,000万円
です。

市民ファンド
全国の市民からファンドを募集し、売電収益から配
当金を含めて返還します。
A号(1口20万円、８年返還) 3000万円
B号(1口50万円、１６年返還) 3000万円

キャッシュフロー計画

20年累積

60,000,000市民ファンド出資金

8,700,000協力金

130,000,000借入金

47,000,000補助金等

-245,700,000発電所建設費

-198,700,000借入金返済等

613,800,000売電収入

-15,000,000ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費

-206,764,000管理費等

-49,000,000地域活性化費

-67,689,167法人税等

76,646,833合 計

損益計算書

20年累積

613,800,000収入

-505,649,353費用

108,150,647年度収支

水力
発電

補助金は、おおい町、
福井県等から。

市民ファンドや協力金によって、おおい町民、他みなさん
からの資金で1/3を調達。 ⇨ 市民共同発電所

協力金




